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＜連絡先＞ 安川揚子：〒         札幌市中央区南 条西  丁目 札幌医科大学保健医療学部看護学科
札幌医科大学 ､ 東日本大震災 発生   ､ 北海道   派遣要請 受  岩手県宮古市 医療救護
班 派遣  ｡ 本稿  ､ 医療救護班 活動概要 避難所    活動 実際    報告 ､ 被災地    看護師 医療支援    振 返 ｡     ：東日本大震災､ 医療支援､ 看護師                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          ：                                                                     .        .      (    )
報 告













(    ～   )  第 班 (   ～    )  活動内容 東日本
大震災発生   週間 経過  時期   ｡ 各班  出
発当日         顔合     ､ 被災地  帰    医療救護班       活動内容    報告 





療 再開     ､ 医療機器 使用   検査等 行     ､ 本来 機能 十分 果    至       ｡   ､ 調剤薬局 再開 始    ｡      中､
宮古市 地域医療・保健支援    組 ､    支援活
動①医療 (     )：避難所 日中   夜間 巡回診







動物資   診療録､ 衛生材料､ 医薬品､ 診療            ､ 各支援    持参  限   資源      ｡
Ⅲ 避難所    活動 実際 . 活動時 避難所 状況
担当  避難所 生活場所 ､ 神社､ 小学校 教室､          大広間    ｡ 避難    多  被
災者 ､ 津波        流  支援物資 使用  
生活    ｡ 生活環境 ､   避難所 男女同室 仕切    雑然     ､ 寝食住 布団一枚分        ､ 粉塵   影響   窓 開閉    換気         ､ 人 出入  多 ､ 避難所    生活
階 地下      階  階    ｡ 避難所  既存     使用     ､ 水洗    使用    場





回 ､ 被災者 健康状態 把握       ､ 復興 向  作業   症状､    避難生活 長期化 伴 日常




表 . 行 程 表 日目 本学出発 → 函館 (泊) 日目 函館 → (    ) → 青森
青森 → 盛岡 (泊) 日目
(活動 日目)
～ 日目 盛岡 → 宮古 着前班  申 送  受 ､   所目 避難所 巡回 同行｡  所目 避難所  活動開始｡ 日目
(活動 日目) 次班 申 送 ､ 午前 巡回 一緒 行 ｡午後帰路  宮古 → 青森 (泊) 日目 青森 → (    ) → 苫小牧 → 本学着
者 巡回時間 周知  生活    受診 予定 組 入      ｡   ､ 保健所 行   宮古地域医療・保
健支援          参加  ､ 他     情報





回      掘 起   行  ｡ 日中､ 多  被災者 自宅 職場 片付  行方不明者 捜索   外出     ､ 避難所 過     一部 被災者 布団 横   生活範囲 狭小化      ､ 生活不活発   日
常生活 活動    低下 危惧   ｡ 床   起 上   立 上   困難 被災者  避難所 椅子 設置 提案   ､ 下肢筋力 関節可動域 低下 予測   
被災者  体 動  機会       働    ｡   ､ 脳卒中後遺症 被災者  運動機能維持    運動 行  ｡ 理学療法士        加入後 ､ 長期避
難生活   体力低下 予防     集団          一緒 行  ｡ 被災者 地震 津波   恐怖 
喪失体験 抱    生活      ､ 被災者  会話 中  身体症状 同時     健康     目 向  ､           支援 必要     見極  行  ｡









症 内服薬治療 受    被災者   血圧測定 希望 多     ｡    ､ 避難生活        疲労 蓄積､ 復興作業   高血圧症 顕在化  被災者 対   生活指導 行 継続  観察 行  ｡ . 地域医療・保健支援     連携







医師          ､ 診療､ 処方  
看護師
診療 補助､ 被災者 健康状態 把握 援助､ 生活環境 整備､ 服薬指導､       ､ 集団感染 
予防  
事務職員 大学  報告・連絡調整､ 被災地            情報収集､ 医療救護車 運転  
薬剤師 医薬品管理､ 医師  処方支援､ 処方監査､ 調剤､ 服薬指導､ 持参薬 確認 整理   )
理学療法士 生活不活発病 予防､ 運動機能 維持              ・生活指導  
表 . 受診状況    名 (再診含 )                                        
受診
人数

















































訪室         行  ｡   ､ 活動時 医療事情  ､ 高血圧症 糖尿病   慢性疾患 抱          医 開業     ､     ､      医   移動手段   ､ 自覚症状         理由 
服薬 中断     被災者 避難所 潜在    可能
性    ｡     ､ 受診者 待      ､ 避難所
生活     被災者 部屋 巡回   保健所 行           医療支援    掘 起   努     ､ 慢性疾患 症状悪化 予防   ､ 被災者 健康
維持 目 向  活動       考  ｡ . 被災地  支援 求      
今回､ 多  行政関係者 被災 指揮命令系統 混乱    状況    ､ 被災地 派遣   医療支援    求        ､ 巡回診療 関  物資     ､
支援者 食料 寝具   含            完
結  活動    ｡     ､ 被災地  物資調達 困
難 中､ 円滑 活動          ､ 変化  状況 応  過不足  必要物品 医薬品 管理       重要    ｡   ､ 一定期間 医療救護班     
交替    ､ 次班      活動 継続      
支援内容 整理      活用  引 継      
有効     (写真 )｡    ､ 薬剤師 理学療法士 
隔班 入    医療救護班     看護師   役割 担 活動 連続    ､ 看護活動     ､ 薬剤師 理学療法士 活動 継続     実践力 求    ｡
医療救護班        発揮       ､         自己 役割 責任 認識  行動   )   求      ｡ 今回､ 医療救護班 構成      
   異   部署 勤務     ､  互  専門性 
役割認識 補完 意識  活動         内 連
携       考  ｡   ､         他職種 協働  活動      ､          能力 
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記録 現地  薬剤師 活動 現場 感  状況 変
化 求    対応. 調剤 情報  (  )：     ,     ) 南裕子・山本  子編：災害看護学習    実践編.
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